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ホザナだより
２０２０年９月２９日（火）

１０月の聖句によせて：「いかに楽しいことでしょう 主に感謝をささげることは」
(詩編９２編２節)

今月の聖句の「いかに楽しいことでしょう」という部分は、ほとんどの『英訳聖書』では“ It is good ”と訳され

ています。「楽しい(fun)」ではなく、「良い(good)」が使われているのです。つまり、「神に感謝をささげることは

私たちに“ good ”をもたらすものだ」と言うのです。

ちなみに、この“ good ”という言葉が『英訳聖書』の中ではじめて登場するのは、創世記１章３１節のところで

す。そこでは、神が天地万物を創造し、それをご覧になって、“ It was very good ”と言われた、とそう書かれ

ています。そしてそれは、人間を含む全被造物がその始まりにおいて「良い(good)もの」として創造されたこと

を意味しています。

しかし、どんなに「良い(good)もの」として創造されたとしても、それを人間の都合で破壊し、「悪い(bad)も

の」とすることもできます（たとえば、１８世紀後半～１９世紀にかけての産業革命は、人間の都合によって大規

模に環境が破壊された出来事として歴史に刻まれています）。同様に、どんなに人間がその始まりにおいて

「良い(good)もの」として創造されていたとしても、それを人間が作り出す教育環境や家庭環境によって「悪

い(bad)もの」へと作り変えることもまたできるのです。

こうした人間のご都合主義的なあり方を「エゴセントリズム(egocentrism)」、あるいは「エスノセントリズム

(ethnocentrism)」と呼ぶことがあります。それは、自己を世界の中心に置き、ご都合主義的に物事を進めよう

とする「人間の傲慢さ」を批判した言葉です。そしてそうした「傲慢さ」は、「神を神としてあがめようとしない生き

方から生まれるのであって、神を神としてあがめ、神に感謝をささげる生き方からはむしろ『良い(good)もの』が

生まれる」と聖書は教えているのです。

先日、東京モンテッソーリ教育研究所教員養成コース(旧上智コース)の特別講義として、上智コース時

代に１０年に亘って「モンテッソーリ教育理論」の講義を担当された松本巌神父から『モンテッソーリ教師の

まなざし』と題するお話を伺いました。その特別講義の中で特に印象に残ったのは、モンテッソーリ教師として

“ I'm OK, you are OK ”と捉えることの大切さでした。

時として私たちは、“ I'm OK, you are not OK ”と捉えたり、“ You are OK, I'm not OK ”と捉えたりします。

あるいは、不運が続いて自暴自棄になり、“ I'm not OK, you are not OK ”という破壊的な捉え方に至ることが

あるかもしれません。しかし、そうした否定的な捉え方から、神への感謝を通して“ I'm OK, you are OK ”という

肯定的な捉え方へと変わるならば、私たちはこの世界を「良い(good)もの」へと再び作り変えることができるの

です。

マリア・モンテッソーリもまた、「教育の秘密は人間に内在する『神的なもの』を認め、観察することであっ

て、すなわち人間のなかにある『神的なもの』を知り、愛し、それに仕えることなのです」（『子どもと学校の危機

－社会・学校・世界－』江島正子訳）と述べ、かつての幼児教育における子ども観にあるように子どもたちを

「空っぽのバケツ/悪い（ bad ）もの」として否定的に捉えるのではなく、どのような子どもであっても「球根/良い

(good)もの」として肯定的に捉えることの大切さを教えています。

このモンテッソーリ女史の教えに従い、知識やルールを上から教える者としてではなく、球根の根が伸びるよ

うに石を取り除き、その環境（土壌や水分）を下から整える者として、子どもたちから学び、子どもたちに仕える

者とされたい、とそう思っています。


